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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 単位型投信／海外／債券

信 託 期 間 約４年９カ月間（2016年３月31日～2020年12
月18日）

運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめ
ざして運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド ダイワ外貨建て日本社債マザー

ファンドの受益証券
ダイワ外貨建て
日 本 社 債
マザーファンド

米ドル、ユーロおよび豪ドル建
ての社債等

ベビーファンド
の 運 用 方 法

①主として、マザーファンドの受益証券を通じ
て、日系企業が発行する外貨建ての社債等に投資
することにより、安定した収益の確保と信託財産
の着実な成長をめざして運用を行ないます。
※日系企業とは、日本企業もしくはその子会社
をいいます。
※社債等には、日本の政府機関、地方公共団体
等が発行する債券を含みます。

②マザーファンドの受益証券の組入比率は、通常
の状態で高位に維持することを基本とします。
③保有実質外貨建資産については、為替変動リス
クを低減するため、為替ヘッジを行ないます。
※保有実質外貨建資産とは、当ファンドが保有
する外貨建資産およびマザーファンドが保有
する外貨建資産のうち当ファンドに属すると
みなした外貨建資産をいいます。

マザーファンド
の 運 用 方 法

①運用にあたっては、以下の点に留意します。
イ．投資対象は、主として日系企業が発行する
米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等と
します。
ロ．流動性を確保するため、米ドル、ユーロお
よび豪ドル建ての海外の国債やコマーシャ
ル・ペーパー等に投資することがあります。
ハ．債券の格付けは、取得時においてＢＢＢ格
相当以上（Ｒ＆Ｉ、ＪＣＲ、Ｓ＆Ｐ、フィッ
チのいずれかでＢＢＢ－以上またはムー
ディーズでＢａａ３以上）とします。
ニ．金利リスク対応のため、米ドル、ユーロお
よび豪ドル建ての債券先物取引を利用するこ
とがあります。

②為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは
原則として行ないません。

組 入 制 限
ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

純 資 産 総 額 の
10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、元本超過額または経費控除後の配
当等収益のうちいずれか多い額とし、原則とし
て、基準価額の水準および経費控除後の配当等収
益の水準等を勘案し、元本超過額の範囲内で分配
することをめざします。ただし、分配対象額が少
額の場合には、分配を行なわないことがありま
す。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。
ファミリーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベ
ビーファンド（当ファンド）とし、その資金を主としてマザー
ファンドの受益証券に投資して、実質的な運用をマザーファンド
で行なう仕組みです。

外貨建てニッポン社債ファンド
（為替ヘッジあり）2016－03
（愛称：日本のめぐみ16－03）

運用報告書（全体版）
第２期

（決算日　2017年３月22日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　さて、「外貨建てニッポン社債ファンド
（為替ヘッジあり）2016－03（愛称：日本
のめぐみ16－03）」は、このたび、第２期
の決算を行ないました。
　ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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外貨建てニッポン社債ファンド（為替ヘッジあり）2016－03

設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

受 益 者
利 回 り

公 社 債
組入比率

債券先物
比 率

元 本
残 存 率（分配落） 税込み

分配金
期 中
騰落額

期 中
騰落率

円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％
設　定（2016年３月31日） 10,000 － － － － － － 100.0
１期末（2016年９月23日） 10,162 70 232 2.3 4.8 93.4 － 91.1
２期末（2017年３月22日） 9,817 0 △345 △3.4 △1.2 93.6 － 87.2
（注１）基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。
（注２）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注３）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注５）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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外貨建てニッポン社債ファンド（為替ヘッジあり）2016－03

運用経過

基準価額等の推移について
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■基準価額・騰落率
期　首：10,162円
期　末： 9,817円
騰落率：△3.4％

■基準価額の主な変動要因
　「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を通じて、主として日系企業が発行する米ド
ル建ての社債に投資し、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行なった結果、保有債券からの
利息収入はプラスに寄与しましたが、社債金利の上昇（債券価格の下落）などがマイナス要因となり、
基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。
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外貨建てニッポン社債ファンド（為替ヘッジあり）2016－03

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率
債 券 先 物
比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2016年９月23日 10,162 － 93.4 －

９月末 10,176 0.1 93.8 －
10月末 10,120 △0.4 98.7 －
11月末 9,807 △3.5 97.2 －
12月末 9,740 △4.2 95.8 －

2017年１月末 9,756 △4.0 95.0 －
２月末 9,854 △3.0 95.9 －

（期末）2017年３月22日 9,817 △3.4 93.6 －
（注）騰落率は期首比。
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外貨建てニッポン社債ファンド（為替ヘッジあり）2016－03

投資環境について (2016.９.24～2017.３.22)

■海外債券市況
　米国債券市況は、欧米の景況感の改善を示す経済指標やインフレ期待の上昇などを背景に、米国の利
上げ観測やＥＣＢ（欧州中央銀行）による量的緩和の減額への懸念が広がり、国債金利が上昇基調とな
りました。また、米国大統領選挙の結果を受け、新政権による経済政策などへの期待が高まったことで、
国債金利は2016年末にかけて上昇ペースを速めました。2017年に入ってからは、政策の実現性や利
上げペースを見極める流れの中で、国債金利の上昇に一服感が広がりました。
　こうした環境下、米ドルなど外貨建ての社債についても金利が上昇しました。ただし、発行体信用力
に目立った悪化は見られず、相対的に高い利回りを求める投資需要にも支援され、スプレッド（国債に
対する上乗せ金利）は縮小しました。

前期における「今後の運用方針」

■当ファンド
　「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変動リス
クを低減するため、為替ヘッジを行ないます。
■ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　主として日系企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、金融セクターを中心としたポートフォリオ
を維持することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。

ポートフォリオについて (2016.９.24～2017.３.22)

■当ファンド
　「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変動リス
クを低減するため、為替ヘッジを行ないました。
■ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　主として日系企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、流動性や利回り面で投資妙味のある金融セ
クターを軸とするポートフォリオを維持しました。
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外貨建てニッポン社債ファンド（為替ヘッジあり）2016－03

ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

分配金について

　当期は、基準価額の水準等を勘案し、収益の分配を見送らせていただきました。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程
　計算期間末における経費控除後の配当等収益が31,341,107円であり、純資産額の元本超過額がない
ため、経費控除後の配当等収益31,341,107円（１万口当り136.43円）が分配対象額となりますが、
上記の理由により分配を行ないませんでした。

今後の運用方針
■当ファンド
　「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変動リス
クを低減するため、為替ヘッジを行ないます。
■ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　主として日系企業が発行する米ドル建て債券に投資し、金融セクターを軸としたポートフォリオを維
持することにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。



6

外貨建てニッポン社債ファンド（為替ヘッジあり）2016－03

１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2016.９.24～2017.３.22） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 67円 0.679％
信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

期中の平均基準価額は9,889円です。

（投 信 会 社） （26） （0.266）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目
論見書・運用報告書の作成等の対価

（販 売 会 社） （40） （0.399）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 銀 行） （1） （0.013） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ―
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 1 0.010 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保 管 費 用） （1） （0.005）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・
資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用） （0） （0.004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （0） （0.000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 計 68 0.689
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果で

す。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、こ
のファンドに対応するものを含みます。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）比率欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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外貨建てニッポン社債ファンド（為替ヘッジあり）2016－03

■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定、解約状況

（2016年９月24日から2017年３月22日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ダイワ外貨建て日本
社債マザーファンド 21,895 26,400 358,497 431,000

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
　親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド 2,156,222 1,819,620 2,189,913
（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2017年３月22日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド 2,189,913 96.2
コール・ローン等、その他 85,610 3.8
投資信託財産総額 2,275,524 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、３月22日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝
111.72円です。

（注３）ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建
純資産（14,557,609千円）の投資信託財産総額（14,606,188千円）に
対する比率は、99.7％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2017年３月22日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 4,439,448,547円

コール・ローン等 46,055,585
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド(評価額) 2,189,913,818
未収入金 2,203,479,144

(Ｂ) 負債 2,184,484,615
未払金 2,163,924,000
未払解約金 4,999,999
未払信託報酬 15,467,331
その他未払費用 93,285

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,254,963,932
元本 2,297,083,855
次期繰越損益金 △   42,119,923

(Ｄ) 受益権総口数 2,297,083,855口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,817円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は9,817円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は42,119,923円です。

■損益の状況
当期　自2016年９月24日　至2017年３月22日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △     19,120円

支払利息 △     19,120
(Ｂ) 有価証券売買損益 △263,754,765

売買益 107,338,585
売買損 △371,093,350

(Ｃ) 有価証券評価差損益 197,032,379
(Ｄ) 信託報酬等 △ 15,977,590
(Ｅ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △ 82,719,096
(Ｆ) 前期繰越損益金 38,793,459
(Ｇ) 解約差損益金 1,805,714
(Ｈ) 合計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) △ 42,119,923

次期繰越損益金(Ｈ) △ 42,119,923
（注１）有価証券評価差損益は、有価証券の期末の評価損益と期首との差額です。
（注２）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま

す。
（注３）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注４）収益分配金の計算過程は５ページをご参照ください。
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東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
http://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド

運用報告書　第６期（決算日　2017年３月22日）

（計算期間　2016年９月24日～2017年３月22日）

ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの第６期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等

運 用 方 法

①主として、日系企業が発行する外貨建ての社債等に投資することにより、安定した収益の確保
と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
※日系企業とは、日本企業もしくはその子会社をいいます。
※社債等には、日本の政府機関、地方公共団体等が発行する債券を含みます。
②運用にあたっては、以下の点に留意します。
イ．投資対象は、主として日系企業が発行する米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等とし
ます。
ロ．流動性を確保するため、米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての海外の国債やコマーシャル・
ペーパー等に投資することがあります。
ハ．債券の格付けは、取得時においてＢＢＢ格相当以上（Ｒ＆Ｉ、ＪＣＲ、Ｓ＆Ｐ、フィッチ
のいずれかでＢＢＢ－以上またはムーディーズでＢａａ３以上）とします。
ニ．金利リスク対応のため、米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての債券先物取引を利用すること
があります。

③為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率
債 券 先 物
比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2016年９月23日 11,093 － 95.3 －

９月末 11,120 0.2 95.6 －
10月末 11,493 3.6 96.3 －
11月末 11,967 7.9 98.5 －
12月末 12,337 11.2 96.9 －

2017年１月末 12,133 9.4 98.0 －
２月末 12,150 9.5 97.5 －

（期末）2017年３月22日 12,035 8.5 96.3 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注３）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注４）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、

ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

○為替相場
　米国の利上げ観測が広がったほか、米国大統領選挙の結果を受け、
新政権による政策への期待が高まったこともあり、米ドルは期首か
ら2016年末にかけて対円で上昇しました。しかしその後は、政策
の実現性や利上げペースを見極める流れの中で、米ドルの動きにも
一服感が広がりました。

◆前期における「今後の運用方針」
　主として日系企業が発行する米ドル建て債券に投資し、金融セク
ターを中心としたポートフォリオを維持することにより、安定した
収益の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。
◆ポートフォリオについて
　主として日系企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、流動性や
利回り面で投資妙味のある金融セクターを軸とするポートフォリオを
維持しました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　主として日系企業が発行する米ドル建て債券に投資し、金融セクター
を軸としたポートフォリオを維持することにより、安定した収益の確保
と信託財産の着実な成長をめざす方針です。

■当期中の基準価額の推移

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

13,000
（円）

期　首
（2016.９.23）

期　末
（2017.３.22）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：11,093円　期末：12,035円　騰落率：8.5％
【基準価額の主な変動要因】
　主として日系企業が発行する米ドル建ての社債に投資した結果、社
債金利の上昇（債券価格の下落）はマイナス要因となりましたが、保
有債券からの利息収入や円安米ドル高などがプラス要因となり、基準
価額は上昇しました。
◆投資環境について
○海外債券市況
　米国債券市況は、欧米の景況感の改善を示す経済指標やインフレ
期待の上昇などを背景に、米国の利上げ観測やＥＣＢ（欧州中央銀
行）による量的緩和の減額への懸念が広がり、国債金利が上昇基調
となりました。また、米国大統領選挙の結果を受け、新政権による
経済政策などへの期待が高まったことで、国債金利は2016年末に
かけて上昇ペースを速めました。2017年に入ってからは、政策の
実現性や利上げペースを見極める流れの中で、国債金利の上昇に一
服感が広がりました。
　こうした環境下、米ドルなど外貨建ての社債についても金利が上
昇しました。ただし、発行体信用力に目立った悪化は見られず、相
対的に高い利回りを求める投資需要にも支援され、スプレッド（国
債に対する上乗せ金利）は縮小しました。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 1
（保管費用） （1）

合　　計 1
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
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■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2016年９月24日から2017年３月22日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
Nomura Holdings Inc（日本） 2.75% 2019/3/19 508,624
Mitsui Sumitomo Insurance Co Ltd（日本） 7% 2072/3/15 460,581
Bank of Tokyo-Mitsubishi UFJ Ltd/The（日本） 3.75% 2024/3/10 383,399
Mizuho Bank Ltd（日本） 3.5% 2023/3/21 344,379
Nissan Motor Acceptance Corp（アメリカ） 2.65% 2018/9/26 342,818
Sumitomo Mitsui Trust Bank Ltd（日本） 1.8% 2018/3/28 290,074
Nissan Motor Acceptance Corp（アメリカ） 2.35% 2019/3/4 180,895
Nippon Life Insurance Co（日本） 4.7% 2046/1/20 113,825
Central Nippon Expressway Co Ltd（日本） 2.369% 2018/9/10 112,004

（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) 外国（外貨建）公社債（通貨別）
作 成 期 当 期 末

区 分 額 面 金 額
評 価 額

組 入 比 率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額 ５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
アメリカ 118,854 125,953 14,071,546 96.3 － 70.6 21.1 4.6
（注１）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注２）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注３）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注４）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

■売買および取引の状況
　公　社　債

（2016年９月24日から2017年３月22日まで）
買 付 額 売 付 額

外
国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル
アメリカ 社債券 － 24,069

(     －)
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）社債券には新株予約権付社債券（転換社債券）は含まれておりません。
（注４）単位未満は切捨て。
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(2) 外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 種 類 年 利 率 額 面 金 額
評 価 額

償 還 年 月 日
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額

％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円
アメリカ Mizuho Bank Ltd 社 債 券 3.6000 200 204 22,853 2024/09/25

Sumitomo Mitsui Banking Corp 社 債 券 3.6500 3,500 3,576 399,516 2025/07/23
Mitsubishi UFJ Trust & Banking Corp 社 債 券 2.4500 2,000 2,004 223,913 2019/10/16
Mitsubishi UFJ Trust & Banking Corp 社 債 券 2.6500 1,000 1,001 111,858 2020/10/19
Chiba Bank Ltd/The 社 債 券 2.5500 1,000 1,001 111,895 2019/10/30
Chiba Bank Ltd/The 社 債 券 2.7500 3,000 2,998 335,029 2020/07/29
Suntory Holdings Ltd 社 債 券 2.5500 2,000 2,006 224,188 2019/09/29
Nissan Motor Acceptance Corp 社 債 券 2.5500 5,000 4,981 556,488 2021/03/08
Meiji Yasuda Life Insurance Co 社 債 券 5.2000 3,000 3,172 354,431 2045/10/20
Mitsui Sumitomo Insurance Co Ltd 社 債 券 7.0000 8,000 9,150 1,022,238 2072/03/15
Sumitomo Life Insurance Co 社 債 券 6.5000 10,000 11,327 1,265,452 2073/09/20
Dai-ichi Life Insurance Co Ltd/The 社 債 券 7.2500 8,854 10,087 1,127,029 永久債
Dai-ichi Life Insurance Co Ltd/The 社 債 券 5.1000 1,000 1,042 116,468 永久債
Nippon Life Insurance Co 社 債 券 5.0000 11,000 11,618 1,298,046 2042/10/18
Fukoku Mutual Life Insurance Co 社 債 券 6.5000 10,000 11,164 1,247,286 永久債
ORIX Corp 社 債 券 2.9500 5,000 5,015 560,281 2020/07/23
Sompo Japan Insurance Inc 社 債 券 5.3250 9,000 9,573 1,069,579 2073/03/28
Central Nippon Expressway Co Ltd 社 債 券 2.1700 1,000 995 111,263 2019/08/05
Central Nippon Expressway Co Ltd 社 債 券 2.0790 3,000 2,973 332,150 2019/11/05
Bank of Tokyo-Mitsubishi UFJ Ltd/The 社 債 券 3.7500 5,800 6,003 670,745 2024/03/10
Toyota Motor Credit Corp 社 債 券 4.2500 1,500 1,604 179,235 2021/01/11
Sumitomo Mitsui Banking Corp 社 債 券 3.9500 2,000 2,097 234,308 2024/01/10
Mizuho Financial Group Cayman 2 Ltd 社 債 券 4.2000 6,000 6,274 700,987 2022/07/18
Mizuho Bank Ltd 社 債 券 2.9500 2,000 1,978 221,069 2022/10/17
Mizuho Bank Ltd 社 債 券 3.7500 1,000 1,028 114,931 2024/04/16
Nomura Holdings Inc 社 債 券 2.7500 6,000 6,063 677,365 2019/03/19
Mitsubishi UFJ Lease&Finance Co Ltd 社 債 券 2.5000 2,000 1,989 222,304 2020/03/09
Mitsubishi UFJ Lease&Finance Co Ltd 社 債 券 2.7500 1,000 997 111,410 2020/10/21
Mitsubishi Corp 社 債 券 3.3750 4,000 4,020 449,217 2024/07/23

合 計
銘 柄 数 29銘柄
金 額 118,854 125,953 14,071,546

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
2017年３月22日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

公社債 14,071,546 96.3
コール・ローン等、その他 534,642 3.7
投資信託財産総額 14,606,188 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、３月22日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝
111.72円です。

（注３）当期末における外貨建純資産（14,557,609千円）の投資信託財産総額
（14,606,188千円）に対する比率は、99.7％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2017年３月22日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 14,606,188,703円

コール・ローン等 388,003,806
公社債(評価額) 14,071,546,691
未収利息 146,638,206

(Ｂ) 負債 1,000,000
未払解約金 1,000,000

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 14,605,188,703
元本 12,135,533,513
次期繰越損益金 2,469,655,190

(Ｄ) 受益権総口数 12,135,533,513口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,035円

＊期首における元本額は14,906,406,882円、当期中における追加設定元本額は
95,214,401円、同解約元本額は2,866,087,770円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジあり）5,079,082,875円、ダ
イワ外貨建て日本社債ファンド2014－03（為替ヘッジなし）369,062,458円、
ダイワ外貨建て日本社債ファンド（為替ヘッジあり）2014－ 08　
2,053,830,281円、ダイワ外貨建て日本社債ファンド（為替ヘッジあり）2014
－10　1,035,536,363円、外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替
ヘッジあり／限定追加型）657,463,875円、外貨建てニッポン社債ファンド
2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）410,520,344円、外貨建てニッポ
ン社債ファンド（為替ヘッジあり）2015－09　710,416,363円、外貨建て
ニッポン社債ファンド（為替ヘッジあり）2016－03　1,819,620,954円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は12,035円です。

■損益の状況
当期　自2016年９月24日　至2017年３月22日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 326,503,156円

受取利息 326,550,071
支払利息 △       46,915

(Ｂ) 有価証券売買損益 1,060,528,515
売買益 1,716,603,834
売買損 △  656,075,319

(Ｃ) その他費用 △      846,161
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,386,185,510
(Ｅ) 前期繰越損益金 1,629,046,311
(Ｆ) 解約差損益金 △  565,162,230
(Ｇ) 追加信託差損益金 19,585,599
(Ｈ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 2,469,655,190

次期繰越損益金(Ｈ) 2,469,655,190
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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